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本協議会の実施体制

<本会>

摂津市地域公共交通協議会

出席者のイメージ：
・摂津市各部署
・交通事業者
・近畿運輸局、大阪府、公募市民 等

会議公開形式：公開
・当日の傍聴可
・資料・議事録をHP掲載

摂津市地域公共交通協議会 分科会

出席者のイメージ：
・交通事業者
・近畿運輸局 等

会議公開形式：非公開
・当日の傍聴不可
・資料等の掲載なし

<分科会>

・計画の具体的な内容
検討（方針・施策等）

・施策実施に向けた進
め方・体制の検討

・分科会の協議結果を
踏まえた事務局案に
対する意見
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○ 「摂津市地域公共交通計画」を作成するため、交通事業者等の関係者で構成する「法定協議会（※）」を設置

○加えて、本協議会の下部組織として、行政・交通事業者等の実務担当者によって構成される分科会を設置し、計画作成に
向けた具体的な内容調整や、施策実施に向けた具体化・体制などについて協議・検討を行う

○本協議会では、分科会の協議結果を踏まえた事務局案に対して協議を実施

※地域公共交通の活性化及び再生に関する法律に基づく協議会



第１回協議会の振り返り
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第１回協議会の振り返り 4

▼第１回協議会の実施状況

＜出席者＞
種別 所属 氏名

市長又はその
指名する者 摂津市 建設部 武井 義孝

交通事業者

西日本旅客鉄道株式会社 中嶋 和政
阪急電鉄株式会社 阿瀬 弘治
大阪モノレール株式会社 藤原 智明
阪急バス株式会社 野津 俊明
近鉄バス株式会社 松永 智也
京阪バス株式会社 北西 進太郎
千里丘タクシー株式会社 松浦 宏樹
株式会社国際興業大阪 庄司 拓也
阪急バス労働組合 石崎 宏司

国土交通省 近畿運輸局大阪運輸支局 大石 信太郎
公安委員会 大阪府警察 摂津警察署 川面 聖

＜実施日時＞
令和6年2月26日（月）14:00～15:00

＜内容＞
・地域公共交通協議会の設置について
・規約・規程（案）の承認について
・役員の選出について
・事業計画（案）及び予算計画（案）について
・地域公共交通計画について

種別 所属 氏名

道路管理者
大阪府 茨木土木事務所 田口 靖之

摂津市 建設部 吉田 菜津子
平神 英彦

公共交通利用者公募市民 林 沙也加
森田 惠子

学識経験者 大阪大学 大学院 土井 健司
青木 保親

大阪工業大学 山口 行一

その他

大阪府 都市整備部 鬼追 弘臣
摂津市商工会 島内 嘉紀
摂津市 市長公室 衣川 智久
摂津市 教育総務部 藤原 崇裕



分科会の協議結果
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第１回分科会の実施概要 6

▼第１回分科会の実施状況

＜出席者＞
種別 所属 氏名

学識経験者 大阪大学 大学院 工学研究科 地球総合工学専攻 社会基盤工学コース 青木 保親
葉 健人

交通事業者

西日本旅客鉄道株式会社 阪奈支社 地域共生室 中嶋 和政
阪急電鉄株式会社 都市交通事業本部 沿線まちづくり推進部 阿瀬 弘治

阪急バス株式会社 自動車事業本部 営業企画部 兼 新モビリティ推進部
野津 俊明
田中 祥敬
外村 健太

近鉄バス株式会社 営業部 松永 智也
京阪バス株式会社 経営企画室 北西 進太郎
千里丘タクシー株式会社 松浦 宏樹
阪急バス労働組合 石崎 宏司

国土交通省 近畿運輸局大阪運輸支局 輸送部門 大石 信太郎
その他 摂津市商工会 島内 嘉紀

＜実施日時＞
令和6年2月26日（月）15:00～16:30

＜内容＞
・分科会の進め方
・摂津市の計画目標・方針に関する意見交換
・今後のスケジュール



第１回分科会の意見概要 7

【第１回分科会の意見概要】

・ 本計画では、摂津市の30～50年先の姿を描きつつ、まずは直近の５年間で取り組んでいくことを中心に考えていく

・ そもそも車がたどり着けない狭隘な道路に囲まれた地域においても、自転車やパーソナルモビリティ等を含めて移動手
段を確保し、市内どこからでも目的地へのアクセスや既存交通への乗り継ぎができるようにしていく必要がある

・ 安威川以南はデータでは人口減少などが弱みとなっているが、事業所はこの地域に最も多く立地しており、産業として
の需要が非常に高いエリアである。しかし、自家用車による通勤が渋滞発生の要因となっている可能性がある

・ 自転車はバスの需要を奪う可能性もあるが、乗務員不足の現状を踏まえると、自転車の活用も考えていく必要があり、
バスと自転車で役割分担しながら進めていくことが必要

・ 駅前広場などでは自家用車が使いやすい空間となっている側面もあるため、公共交通のプライオリティ（優先度）を高め、
公共交通を利用しやすい環境づくりを行っていく必要がある

・ 利用者の立場からすると、バスを運行している事業者がどこかよりも目的地にたどり着けるかが重要であるため、市内
の鉄道・路線バスが網羅されたマップを作成する等、情報やサービスの統合を行っていく必要がある

・ 単に公共交通事業者や行政がサービス提供を行うだけでは使われないため、住民にも当事者意識を持ってもらい、公共
交通事業者・行政・住民が一体となって公共交通を維持していくことが必要である

・ 各者のデータを持ち寄ってきちんと現状分析を行い、根拠をもった上で、具体策を検討していく必要がある

■第１回分科会の結果を踏まえた対応

・ 以下の６つの観点で計画目標を設定し、30～50年先の目標と5年先の目標（当面のめざしどころ）を整理

①ﾗｽﾄﾏｲﾙの手段確保 ②公共交通の円滑化 ③自転車の活用 ④道路空間のﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨ見直し ⑤公共交通の情報統合 ⑥住民の意識向上

・ 現状データの分析等を踏まえて、目標達成に向けて必要となる施策イメージ・評価指標（KPI）イメージを整理



第2回分科会の実施概要 8

▼第２回分科会の実施状況

＜出席者＞
種別 所属 氏名

学識経験者 大阪大学 大学院 工学研究科 地球総合工学専攻 社会基盤工学コース 青木 保親
葉 健人

交通事業者

大阪モノレール株式会社 運輸部 業務課 藤原 智明

阪急バス株式会社 自動車事業本部 営業企画部 兼 新モビリティ推進部 田中 祥敬
外村 健太

近鉄バス株式会社 営業部乗合営業課 寺井 孝次
京阪バス株式会社 経営企画室 北西 進太郎
千里丘タクシー株式会社 松浦 宏樹
株式会社国際興業大阪 摂津営業所 庄司 拓也
阪急バス労働組合 石崎 宏司

道路管理者 大阪府茨木土木事務所 地域支援・企画課 企画グループ 田口 靖之
国土交通省 近畿運輸局大阪運輸支局 輸送部門 大石 信太郎
その他 摂津市 生活環境部 産業振興課 緒方 聡輔

＜実施日時＞
令和6年4月25日（木）14:00～16:00

＜内容＞
・第１回分科会の振り返り
・計画目標及び想定される施策に関する意見交換
ー計画目標・想定される施策について
ーKPI（評価指標）について
・今後のスケジュール



第２回分科会の意見概要 9

【第２回分科会の意見概要】

・ ６つの観点で計画目標を整理しているが、「摂津市として公共交通をどのように確保・維持していくのか」といった前提
の考え方も示した方がよい

・ 抽象的な表現となっている計画目標は、どういう状態を目指そうとしているかがイメージしづらいため、見直しが必要

・ 計画目標ではタクシーが触れられていないが、タクシーも高齢者の移動を担う公共交通のひとつであるため、市民にき
ちんと認識してもらうためにも、計画の中に盛り込んだ方がよい

・ 交通量自体を減らさないと渋滞解消は難しいという前提はあるものの、事業所までの通勤や日中の営業車の需要を路
線バスやその他のモビリティに取り込んでいくことで、渋滞解消を図っていくことが可能であると考えられる

・ また、それを住民も利用できる形とすることで公共交通の利便性向上も図れるとともに、事業者にとっても駐車場ス
ペースを確保しておく必要がなくなるため、別の用途への活用も可能となり、事業拡大にもつながっていくと考えられる

・ 自転車は、単にバスの代わりとして活用するということでなく、自家用車を利用している人が自転車で最寄りのバス停ま
で行きバスに乗り継ぐといった形で、バスの需要を減らさないようにする考え方が基本になる

・ 路線バスのサービス低下は、利用者減少に伴う運賃収入低下が大きな要因であるため、運転手不足のみに焦点をあてた
記載はそぐわない

■第２回分科会の結果を踏まえた対応

○ 30～50年先の目標と5年先の目標（当面のめざしどころ）の再整理、表現見直し

○ 目標達成に向けて必要となる施策イメージ・KPIイメージの再整理



参考 ー 第１回分科会の協議資料（抜粋）
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◇摂津市の現状分析（強み）

・大阪都心から近く、大阪中央環状線をはじめとした広域道路ネット
ワークが確保された優れた立地

・平坦な地形のため自転車や徒歩での移動が容易で、スーパーなど
生活必需施設が程よく立地し、市内の買い物のカバー率が高い

・安威川以北は鉄軌道駅を軸にしたまちが形成され、自家用車に頼
らない生活が可能。安威川以南は大阪高槻線や八尾茨木線、茨木寝
屋川線等の広域幹線道路が充実し、市内外のアクセスが良好

◆摂津市の現状分析（弱み）

・安威川以南は鉄軌道駅から離れた地域が多く、自家
用車に頼らざるを得ない地域となっている

・広域幹線道路や鉄道交差部等での慢性的な渋滞など
により、路線バスは定時性・速達性が確保できず利用
率が低い

・渋滞を避ける車が狭隘な地区内道路を通過し、十分
な歩行空間が確保されていない道路が多く危険

○人口動態や地形、施設立地、交通状況等の現状分析から、摂津市としての強み・弱みを整理したうえで、社会情勢や技術
開発等の状況を踏まえ、30～50年後のエリアごとの仮説を整理

摂津市における公共交通の課題 現状・仮説

想定される摂津市の将来の状況（仮説）

- 安威川以北 -

・鉄軌道駅が4つあり、交通利便性が高いうえ、駅前
再開発等により駅周辺が整備され、さらに利便性の
高い街に

・人口は微減に収まるが、高齢化は進展

・広域幹線道路を含め市内の道路整備が進み、円滑
な交通が確保され駅へのアクセスが向上

・鉄軌道駅が近いことから今後も通勤・通学などは電
車が主な移動手段となり、市内道路の整備により安
全な歩行空間が確保されているため、歩行者が歩
きやすい街並みが形成

- 安威川以南 -

・人口減少に伴い移動の全体量が減るが、大阪中央環状線等の広域
幹線道路が複数あるため、物流等による交通量は依然多い

・広域幹線道路の整備が進み生活道路への通過交通は緩和するが、
依然通過交通により危険な状態

・高齢化が進み、買い物などでは市外への移動よりも生活圏内にお
ける移動の割合が高くなる

・広域幹線道路整備や、連続立体交差により交通渋滞が解消し、鳥飼
地域から阪急摂津市駅・JR千里丘駅へのバス交通の速達性が改善

・通勤・通学による移動も一定数あるが、生産年齢人口等の減少によ
り、路線バス等の利用は少なくなり、確保・維持が難しい状況
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千里丘

摂津正雀
岸辺

大阪市
寝屋川市

至 茨木市駅

至 柱本

茨木市 高槻市

守口市

吹田市

井高野

南摂津

主に鉄軌道駅を目的
地とした移動に対応し
た基幹交通

買い物や通院、私用な
どの日常生活の移動に
対応した交通

市域周辺への買い物
や通院などにも対応し
た交通

◆短期的な取組（直近５年間）

１．路線バスの維持・確保

２．セッピィ号を含む近距離移動の再編

３．近距離移動手段の検討

平坦な地形を活かした多様な交通手段の展開により、ふらっと出かけられる機会を創出

分野横断的な検討
（福祉、教育など）

目指す将来像（30～50年後）

目指す公共交通ネットワーク

○想定した将来の市民移動ニーズ・手段を踏まえ、公共交通の目指す将来像とネットワークを整理

目指す将来像と公共交通ネットワーク

ピーク時 日中・休日

目標・方針 12



住民ひとりひとりの移動
量増加

占用の多様化、柔軟化

道路廃止、用途変更
道路の価値増進

道路空間や移動の
付加価値を創出

駅前も整備され利便性が高くなって
いる

移動目的や余暇時間の使い方の多
様化や人口減少に伴い移動の全体
量が減る

「移動」に付加価値をもたらすサー
ビスを提供

道路の位置づけが多様化し、人中心
の空間に変化する

グループ 仮説 施策方針取組の方向性

生活道路の安全対策

歩行空間の確保・通学路の安全対策

広域道路の整備促進と市内道路の
整備

道路・交通ネットワーク

移動の円滑化

基幹交通の確保・維持
路線バス等の利用は少なくなり、確
保・維持が難しい状況となっている

高齢化が進み、買い物などでは市外
への移動よりも生活圏内における移
動の割合が高くなる

広域道路を含め市内の道路整備が
進み、円滑な交通が確保されている

生活道路への通過交通は緩和する
が、依然通過交通により危険な状態
となっている

様々な交通サービスの提供（段階的
な導入・実証実験）

快適な道路空間の確保

道路施設の予防保全

日常生活の移動を支える
交通ネットワークの形成

公共交通の利用促進

持続可能なサービス提供の再編

通り抜け道路の啓発と速度抑制・通
学路の安全対策

○30～50年先の仮説を踏まえ、取組の方向性と施策方針について整理

○地域公共交通計画では主に「移動の円滑化」に係る取組が中心となるが、道路の整備や移動の価値創出についても必要
に応じて取り組んでいく

取組の方向性と施策方針 目標・方針 13



参考 ー 第２回分科会の協議資料（抜粋）
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摂津市が目指す30～50年先の姿・目標 15

分科会で整理された６つの観点

それぞれの観点で、将来なっていたい状況
の仮説の整理

目指すすがた
（30～50年先の目標）

分科会委員の懸念事項や関心ごとなどを整理
摂津市の公共交通が

目指す将来像

狭隘道路に囲まれた地域でもラストマイル
の手段が確保され、市内のどこからでも目
的地にアクセスできる移動がしやすいまち

公共交通への転換など、かしこいクルマの
使い方の浸透により、渋滞がほとんどない
生活がしやすいまち

住民や企業、就業者など摂津市の移動に関
わる全ての人が、交通手段をかしこく選択
する意識を持って、公共交通が守り、育てら
れているまち

交通事業者同士だけでなく、市内の企業や
施設、市民が共創し、情報の一元化や取組
のシームレス化が実現されたまち

道路や駅前広場などの空間において、使い
方の優先度が適切に設定され、利便性が最
大限に高められた、賑わいあふれるまち

②公共交通の円滑化
主に通勤・物流になると思うが、これを実態把握する
とともに、解消につながる方法を考えていく

①ラストマイルの手段確保
狭隘な地域の住民の外出手段をどう確保するか、どう
既存の交通に乗り継げるかという点

③自転車の活用
駐車場や自転車道路ネットワークに関わるところもあ
るが、自転車を公共交通と共存、あるいは補完関係に
させるためにどうしていくかという施策も考えなけれ
ばならない

⑤公共交通の情報統合
せっかく摂津市には多くの鉄道やバス、タクシーがあ
るので、外から来た人にとっても使いやすいような情
報提供をしていく必要がある

④道路空間のプライオリティ見直し
特に駅前広場などの使い方として、公共交通にプライ
オリティを置くと、ある種の利用促進につながる側面
もあり、道路や駅前広場などの空間のあり方や施策の
検討が必要

⑥住民の意識向上
結局使うのは住民であり、こうした施策メニューを行
政側が用意して与えるという仕組みではなく、検討の
中に住民も入り、「自分たちが必要だ」として実行に移
していく、住民との共創と観点が必要

平坦な地形を活かして自転車と公共交通が
連携し、移動需要を双方で補完しあうことで、
移動サービスのバランスがとれたまち

誰もが気軽に出かけられる、
フラットなまち

～ 平坦な地形を活かした多様な交通手
段の展開により、ふらっと出かけられる

機会を創出 ～

○第１回分科会で整理された６つの観点を踏まえ、30～50年先の目指す姿・目標を再度整理

※ラストマイル ： モノ・サービスが到達する最後の区間のこと。公共交通分野においては最寄り駅・バス停から自宅・目的地までの区間を指す。本計画ではファーストマイルを含む用語として整理
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○30～50年先の目指すすがたを踏まえ、当面の目指しどころとして、まずは５年先の目標について整理

○そして、その５年先の目標を達成するために、それぞれの観点で想定される施策を整理

それぞれの観点で、将来なっていたい
状況の仮説の整理

目指すすがた
（ 30～50年先の目標）

5年後にそうなっていたいという状況の仮
説の整理（３０～50年先の目標よりクリア）

当面の目指しどころ
（5年先の目標）

５年先の目標を達成するため、それぞれ
の観点で想定される施策を整理

想定される施策イメージ

既存交通への接続に徒歩以外の多様な選
択肢が整えられ、アクセス性が高まっている
状態

・セッピィ号の運行形態の見直し
・バス停への駐輪場整備
・シェアモビリティなど新たな交通手段の
導入・普及 など

・交通需要マネジメント（TDM）の実施
・モビリティマネジメント（事業所MM）の
実施 など

ピーク時の通勤需要など、特定のターゲット
を絞った対策により、深刻な渋滞が緩和し
た状態

乗務員不足に伴うバスサービス低下を、自
転車・シェアサイクルが補完し、役割分担さ
れた状態

道路や駅前広場、バス停などで公共交通を
優先するという意識をマイカー利用者が
持っている状態

バス事業者間のダイヤや路線情報等が共通
化された媒体があり、利用者が容易にアク
セスできる状態

・バスマップの作成/バス停の統合・併用
・商業広告を活用したバス停の維持管理
・店舗等と連携したバス利用によるインセ
ンティブ付与の取組み など

かしこい交通手段選択をする意識づけを行
う土台が整った状態（人材、教育の場など）

・駅前広場のレイアウト・使い方の変更
・駅前空間のまちづくりビジョンの作成
など

・駐輪場のダイナミックプライシング（日中
利用は割引等）

・シェアサイクルの普及促進 など

・モビリティマネジメント実施（住民MM、
転入者MM等）

・MM等の取組を実践できる人材の育成
・住民参加によるのバス停整備・維持
など

②公共交通
の円滑化

①ラストマイ
ルの手段確
保

③自転車の
活用

⑤公共交通
の情報統合

④道路空間
のﾌﾟﾗｲｵﾘﾃｨ
見直し

⑥住民の意
識向上

狭隘道路に囲まれた地域でもラストマイ
ルの手段が確保され、市内のどこからで
も目的地にアクセスできる移動がしやす
いまち

公共交通への転換など、かしこいクルマ
の使い方の浸透により、渋滞がほとんど
ない生活がしやすいまち

住民や企業、就業者など摂津市の移動
に関わる全ての人が、交通手段をかしこ
く選択する意識を持って、公共交通が守
り、育てられているまち

交通事業者同士だけでなく、市内の企業
や施設、市民が共創し、情報の一元化や
取組のシームレス化が実現されたまち

道路や駅前広場などの空間において、
使い方の優先度が適切に設定され、利
便性が最大限に高められた、賑わいあふ
れるまち

平坦な地形を活かして自転車と公共交
通が連携し、移動需要を双方で補完しあ
うことで、移動サービスのバランスがと
れたまち
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